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昭和42年度海外関係事業について

地質調査所における海外関係の業務は年々増加してき

たがとくに42年度からは沿海鉱物資源探査地下水開

発の2つの集団研修コｰスカミ発足したことによって海外

業務は飛躍的に増大することになった.これらにそ在

えて42年4月から新しい組織海外地質調査協力室カミ

設けられたいきさっにっいてはニュｰス153号に述べ

たとおりである.

半年余を経過した現在42年度の海外関係業務の実施

状況を振りかえって見ることとする.

1.海外研究員(留学)関係

42年度は従来に比べて多くの海外研究員を送り出した.

氏名研究機関等は次のとおりである.
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平山次郎

ニュｰジｰランドオタゴ大学低度

変成岩の研究科学技術庁長期在外研

究6月24日発

カナダ地質調査所地質絶対年代の研

究目加交流9月9目発

フランス原子力庁核燃料資源の研究

科学技術庁原子力留学10月12目発

アメリカ･ノ･一バｰド大学分光分析

の研究ギャランティ11月1目発

ソ連･モスクワ大学断層及び禰曲の

研究目ソ交流11月9目発

以上のほか昭和37年からカナダに滞在中の鉱床部位,

々木昭技官があり現在6名カミ在外研究中である.

海外地質調査協力室

ソ連への留学は地質調査所でははじめてのケｰスで成

果が大いに期待される.

2.研修員の受入れ

前記2つの集団研修のほか数名の個別研修員が2カ

月ないし6ヵ月の日程で来所し本年度は合計30名近い

研修員を受入れた.これらはいずれも海外技術協力事

業団による海外技術協力の一部として行なわれているも

のであるが地質調査所々員のほか各官庁大学会

社から講義実習見学等に対して多くのご協力を得て

多人数の研修という困難な仕事をともかく大過なく修了

し得たわけである.個別研修は従来から行なわれて来

たもので個人点々と直接に十分な話合いが出来るので

比較的やりやすいといえるが集団の場合には教科内

容スケジュｰル等にもまだ多くの問題点を残しており

第2年目以降にはさらに内容を充実し運営の円滑をは

かって各国の期待に沿うよう努力しなければたらない.

これらの集団研修はエカフェの強い要請から出発した

ものであるためエカフェ関係の諸会議でもしばしば話

題に取り上げられエカフェ事務局校らびに各国代表か

ら感謝の言葉が述べられておりさらにユネスコ本部か

らもこの集団研修に協力の申出カミあるなど各方面に

かなり大きな反響を与えている.それだけにこれに

当るものの責任も重大であることを痛感している.

沿海探査集団

の研修(重力探査の実習).

地下永開発集団の研修(さく井の実務)〔蔵囲延男技官提供〕�
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3.専門家の派遣

41年度以前に海外に専門家として派遣され42年度に.

帰国および派遣された所員は次のとおりである･

派遣専門家(4月～12月間の帰国出国)
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粘土鉱床調査

石炭鉱床調査
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エカフエ事務局

専門家
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石油鉱床調査

〃
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地下水調査
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塵棲生物研究

銅鉱床調査
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佐野技官のエカエ事務局勤務は前記エカフユ沿海鉱

物探査委員会事務局の技術捜当官として協カするもので

研修およぴ43年王月以降実施を予定窓れている台湾

フイリビン海域における沿海鉱物探査の技術協カととも

に一連の海外協カの一環と校つてい姿)｡

またアラビァ汲チオピァ台湾の地熱欝はいずれ

も第2次第3次讐の調査で先に派遺された調査員

の成果によりこのよ.う1子引続き第2次第3次の協カ

要請がある場合カミ多い｡

4.国際会議

42年6月にソウルでまた11月に台北で第3および

第4回のエカフエ沿海鉱物探査の委員会が開かれた.

両会議とも早川物探部長が目本政府代表と技術顧問を兼

ねて出席した.会議はおいてはとくに目本の集団研

修実施技術担当官の派遣調査団派遣の申入れが高く

評価･感謝され事実上目本が委員会のリｰダｰをつと

める形になつている.今後当委員会は加盟国も増加

しますます活動は盛んになると思われる.

国際学会としては10月にスイスのチユｰリツヒで開か

れた国際測地学地球物理学会に早川物探部長カミ招かれて

出席しとくに地熟関係の目本の研究成果を発表した･

12月にはバンコクにおいてエカフエ･肥料原料鉱物セ

ミナｰが開かれ安斉海外室長がエカフエ事務局に招か

れた.
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米国

米国
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中華民国

オｰスト

ラリア

ドイツ

中轟鼠扇

〃
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米国

爽園

米鰯

嫌鰯

中華民鶴

ランド

英園
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フ寸リど

現職1

石油鉱床コンサル

タント

鉱山会社技師

地質調査所

エカフエ技術願間

〃

地質調査所長

地質調査所

〃

アンダ大学教援

エカフエ事務局

〃

〃

申園石滴公赦

〃

〃

〃

フオ･ド財圃地質

皿ンサル夢ント

マレｰシ列銘欝鯛

翻寧耀

畿緩蟻研1

迎一ピ∫レ石言機ま隻負吊

姦リ雌樽1

嚢献戦禅教1

地蛾物理研究餅…

搬界大義禰聞登会

ゲツ乎ンゲン大学

簑笛会杜物探技師;

備考�
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9月25目�V.D㎜n虹u�ルｰマニ�

��ア�大使館商務官

10月2目�T.C,Mc1aughlin�米国�地質調査所

10月20目�L.C.Noakes�オｰスト�

��ラリア�鉱物資源局

ユ0月30日�林朝藤�中華民国�台湾大学教授

10月30目�M.IChowdhurg�パキスタ�

��ン�公共事業局委員

11月2目�Knshnan�ネパｰル�〃

11月18目�金元眺�韓国�地質調査所

〃�金鐘瑛�〃�〃

〃�柳公烈�〃�〃

〃�林正雄�〃�〃

〃�玄燗九�〃�ソウル大学

〃�季高高�〃�〃
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韓国

ベトナム

マレｰ

フイリピ

ン

インドネ

シア

中華民国

〃
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インドネ

シア

地質調査所物探蔀

工業省鉱山指導部

長

鉱山局

鉱山局

ベリトン錫鉱山治

海探査部

中国石油分杜地質

部

中国石油分杜地質

部

中国石油分杜地質

部

政府留学生

沿海探査

月目�氏名�国籍�現職�目的

6月1目～�鄭瑞熾�中華民国�中国政府経済部�ドiコマイト

7月20目����調査研修

7月1目～����

ユ2月3蝸�郭葉輝�〃�〃�試錐調査

9月1日～����

11月30目�樹園邦�〃�〃�地化学探査

9月23目～����

25周�I,A.Fa!esi�ブラジル�バラ連邦犬学教授�土壌分析

9月25目～�M.Yaqoob�バキスタ�工業開発公社�炭田地質調

10月3目��ン��査

9月29目�郭芙勲�韓国�地質調査所�物理探査

10月3目～�R.Djajadinin駆at�インドネ�鉱山局�非金属鉱物

43年4月2目��シア��調査研究

〃�S.Sapari�〃�鉱山局�〃

地下水開発集団研修

月目�氏名�国籍�現職�目的

6月1目～��アフガニ�水･土壌調査局地�

11月30目�A.R.Koh口award�スタン�下水部長�地下水開発

���公共事業省水衛生�

�U.M.Ko�ビルマ�部�〃

�W.Tenekoon�セイロン�灌潮事業省�〃

���農業省深井戸開発�

�M.L.Sτivastava�インド�部�〃

�A.Notosubroto�インドネ�ワキタ･カラヤ土�

��シア�木建築会社社長�〃

�F.Esf…mdiari�イラン�水･発電省技術局�〃

�H.U.Li㎜�韓国�地質調査所�〃

�S.Vilay�ラオス�公共事業技術セン�

���タｰ�〃

�F.Q.Khan�バキスタ��

��ン�灌概事業局�〃

�R.Na▽三a�フイリピ��

��ン�水理局地下水部�〃

�B,Tan肋phon�タイ�鉱物資源省地下水�

���部�〃

渦海探査集団研修

月目氏名

6月1目～

ユ2月31目

�周慷楳慫

�央奥�

国籍

タイ

韓国

現職

鉱物資源省応用地

質部

地質調査所物探部

目的

治海探査

〃

以上のように42年度に入って地質調査所の海外業務は

急激に増大し所内において大きな比重を占めるにいた

った.しかし派遣受入れの所内体制をはじめ多

くの不十分な点が感ぜられ今後十分な成果を挙げるに

は多くの努力を要し同時に所外からも多くの協力を

得なければならないと､思われる.

地下水開発集団の閉講式における佐藤地質調査所長の挨拶

地下水開発集団の閉講式(42.11.22)の際の記念撮影(中央研修センタｰ)�


